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 「街が変われば、道も変わる」

高度成長期の急速なモータリゼーションの進展を背景に、名古屋高速道路公社は、1970年９月24

日に「地方道路公社法」による全国で最初の地方道路公社として産声をあげました。そして、時代

は、昭和から平成、そして令和となり、愛知、名古屋の地域社会の発展とともに、高速道路の建設・

管理等を実施して、2020年に設立50周年を迎えました。

1979年７月の高辻～大高間10.9㎞の開通から34年を経て、2013年に現整備計画延長81.2㎞全線が

開通、今や名古屋都市圏の大動脈に成長しました。そして2021年５月には名二環の名古屋西JCT～

飛島JCTが開通し㋚（マルサ）計画が完成、更なる高速道路ネットワークの充実により皆様の暮ら

しが快適になるのはもちろん、経済効果の向上や交通渋滞の緩和が期待できます。

また、開通と合わせて中京圏の高速道路の料金体系が整理・統一され、名古屋高速は均一料金制

から走った分だけの対距離料金制に変わり、公平で利用しやすい料金となりました。

このように、名古屋市内への流出入交通の円滑な迂回分散を促し、一般道路の混雑緩和、地域の

交通環境の改善、安全性・快適性の向上など、地域社会を支える都市交通施設としての役割を果た

してまいりました。

「いつも近くに　この街　ありがとう」

50周年という節目を迎え、「ありがとう50年　これからも　この街と」というキャッチフレーズ

のように、名古屋高速道路をご利用いただいているお客様、当公社の事業にご理解・ご協力いただ

いている地域の皆様、関係各所の皆様のおかげと、心より感謝申し上げます。

さて、50年目の2020年は、世界中がコロナ感染という未曽有の禍に見舞われました。国民生活、

経済活動も自粛を余儀なくされ、交通機関も大きな影響を受け、名高速も交通量が前年比13%の減

少となりました。

そんな中の50周年記念事業は、同じく設立・開学50周年を迎え、この地域でともに歩んできた名

古屋芸術大学とともに、連携・協力して、橋脚ラッピンクアート、50周年ロゴマーク、公社イメー
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ジソングの記念事業を実施しました。大学の学生によるデザイン、作詞作曲、演奏歌唱による事業

参加により、都市交通施設としてのハードな高速道路公社と、教育・研究機関としてのソフトな芸

術大学との新しいコラボとなり、従来の周年事業にはない新しい取り組みとなりました。

「新しい街の夢を乗せて、走り続ける」

この地域では、今後、第30回アジア競技大会の開催、リニア中央新幹線の開業が予定されています。

こうした社会基盤整備、大規模プロジェクトにより、経済活動の広域化、交流人口の拡大がもたら

されます。その効果が名古屋都市圏の隅々に引き渡るよう、高速道路の利便性を高めるため、都心

部へのアクセス向上の取り組みとして、高速道路の出入口や渡り線の整備等の早期事業化に向けて

関係機関とともに取り組んでいます。

また、ここ数年、モータリゼーションの変革により、自動運転、MaaSなど新技術の開発が急速

に進められ、フィールドとなる高速道路の対応も求められる時代となりました。

新技術を取り込みながら、高齢化が進んだ構造物の長寿命化対策としての大規模修繕工事や交通

安全対策などに着実に取り組み、「21世紀の資産」として皆様に期待される役割をしっかりと果た

していきたいと考えております。

新しい歴史は新しい人が作るものです。そのためにはこれまでの歴史を学ぶことは欠かせません。

そこには先人の知恵と技術、決断と実行、努力と苦労が詰まっています。ここに50年という半世紀

に亘る名古屋高速道路の歴史を後世に伝え、今後の公社事業の推進の糧となりますよう、50年史を

発刊いたします。

これからも愛知・名古屋の街を支える名古屋高速道路公社であり続けられるよう、職員一丸となっ

て、「安全」「安心」「快適」な道路サービスが進化を続けるため、全力で取り組んでまいりますので、

今後とも、一層のご指導ご鞭撻を賜りますようお願いいたします。

令和４年３月

名古屋高速道路公社
理事長



高速都心環状線　山王JCT

高速都心環状線　丸田町JCT 高速１号楠線　黒川出入口
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高速１号楠線　黒川付近から楠方面を望む



高速２号東山線　吹上付近から郊外方面を望む

高速２号東山線　東山トンネル出入口



高速３号大高線　堀田付近

高速３号大高線　星崎から都心方面を望む
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高速４号東海線　東海新宝から東海JCT方面を望む

高速４号東海線　尾頭橋から都心方面を望む
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高速５号万場線　黄金付近から都心方面を望む

高速５号万場線　黄金出入口付近



高速６号清須線　赤とんぼ橋

高速６号清須線　明道町出入口付近から北側を望む



高速11号小牧線
大山川料金所

高速11号小牧線　小牧南入口付近から
県営名古屋空港方面を望む
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高速16号一宮線　一宮IC

高速16号一宮線　清洲JCT付近から一宮方面を望む



路線番号 路線呼称 区間 距離（km）

高速都心環状線

高速1号楠線 東片端JCT～楠JCT

－

高速2号東山線 新洲崎JCT～高針JCT

高速3号大高線 鶴舞南JCT～名古屋南JCT

高速4号東海線 山王JCT～東海JCT

高速5号万場線 新洲崎JCT～名古屋西JCT

高速6号清須線 明道町JCT～清洲JCT

高速11号小牧線 楠JCT～小牧IC

高速16号一宮線

10.3

5.6

10.3

12.1

12.0

6.8

7.0

8.2

8.9

81.2

清洲JCT～一般国道155号

合計
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⑴　本誌は本編（第 1部・第 2部）及び資料編により構成した。
　本編については、第 1部では「公社50年に当たって伝えたいこと」として、現在の取組みを次の 5章に分けた。
　第 1部　公社50年に当たって伝えたいこと
　　序　章　名古屋高速道路公社の設立と歩み
　　第 1章　名古屋高速道路の役割【地域貢献】
　　第 2章　名古屋高速道路をより利用しやすくする取組み【事業運営】
　　第 3章　安全・安心・快適な道路サービス【安全・安心・快適】
　　第 4章　いつも近くに名古屋高速【メッセージ】～お客様とともに～
　また、第 2部では公社50年の通史として次の11章に分けて記述した。
　第 2部　各業務への取組みとその成果
　　第 1章　名古屋高速道路の計画と整備効果
　　第 2章　名古屋高速道路「建設」の歩み
　　第 3章　通行料金制度と料金認可
　　第 4章　管理業務
　　第 5章　保全施設業務
　　第 6章　環境対策
　　第 7章　渋滞対策と社会実験
　　第 8章　交通安全対策とITS�の推進
　　第 9章　防災・工事安全対策と危機管理
　　第10章　経営の状況
　　第11章　組織・広報等
　資料編については、図、表及び年表に分け掲載した。

⑵　本誌の記述に当たっては以下の考え方に従った。
　 1 �）原則として、名古屋高速道路公社の令和 3年 3月末現在の状況について記述することとした。統計資料に
ついても、令和 3年 3月（令和 2年度末）のものまでとした。ただし、必要に応じて令和 3年 4月以降の状
況についても記述した。

　 2 �）用字・用法については原則として、「公用文における漢字使用等について（平成22年内閣訓令第 1号）」に
拠り、常用漢字及び現代仮名遣いを使用するとともに、字句及び送り仮名についてはできるだけ統一するよ
うにした。また、表記を柔らかくするため平仮名を多用している。ただし、引用文等については原文のまま
とした。

　 3 �）名古屋高速道路公社の名称は、特に必要な場合を除き「公社」と略称した。また、地方道路公社法を「公
社法」、道路整備特別措置法を「特措法」と省略した。

　 4 �）外国語及び外来語は、IT、ETCなど一般的なもの、また専門用語等を除き、原則としてカタカナ表記と
した。

　 5）数字は、成語化されたもの等を除き算用数字を用いた。
　 6）名古屋高速道路の路線名は、原則として管理呼称路線名を用いた。
　　　　例　高速 3号大高線→ 3号大高線
　　�　また、都市計画、整備計画等を記述する場合の路線名については、それぞれで用いられている路線名を用
いた。

　　　　例　高速 3号大高線→都市計画は高速 2号線、整備計画は名古屋市道高速 2号
　　　なお、資料編に路線名の対照表を掲載した。
　 7 �）現在は名称が変わっている国の省庁、公団、市町村の名称や地名等についても、原則として当時の名称を
用い、必要に応じ現在の名称を（　）書きで付け加えた。

　 8）路線の「供用」は、原則として「開通」に統一した。
　 9）人名は、原則として敬称を省略した。

　凡　　　例　


